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「そらぷちキッズキャンプ」滝川RC
　そらぷちキッズキャンプは、難病とたたかう子どもたち
に、日本で初めての自然体験プログラムを提供する施設とし
て発足しました。滝川市に医療看護サポート体制が整った自
然体験施設が完備し、子どもたちのための夢のキャンプを創
り、活動しています。

（写真提供：滝川RC）

第 3グループ
岩見沢ロータリークラブ

第 4グループ
札幌ロータリークラブ

第 4グループ　
札幌モーニングロータリークラブ

第 4グループ　
札幌西ロータリークラブ

第 5グループ　
札幌ライラックロータリークラブ

第 4グループ　
札幌手稲ロータリークラブ



2019-2020年度国際ロータリーのテーマ

「ロータリーは世界をつなぐ」

国際ロータリー第2510地区
2019-2020年度地区目標
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自分を見つめ直し、若者を支援し、ロータリーの未来を語ろう
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 1．みんなで手をとり合ってクラブを強化しよう
　①　既存会員の維持と、地域の職業分類を調査・活用して更なる会員増強を推進し、クラブ会員の後継者を含めた若者たちへ向けて「ロー

タリー衛星クラブ」の設立を推奨し、ロータリーを成長させる。
　②　女性会員や40歳未満の会員の入会を特に推進し、RAC全国研修会に向けてRACの拡大・増強を支援する。
　③　ロータリー理解推進のため「ガバナー月信」を充実させ、ホームページをアップグレードし、「世界を変える行動人」キャンペーンを促

進し、広報活動を推進する。
２．ロータリー財団へ寄付推進し、フルに活用しよう
　①　ロータリー財団への寄付を推進すると共に、クラブでは本年度特別に使用できる分も含めてDDFを十分に活用し、グローバル補助金も

視野に地域社会および海外でのプロジェクトが増加するよう支援する。
　②　「世界ポリオデー」には、世界のポリオ撲滅でWHOなどと共にロータリーが果たしている役割を広く地域に伝えるよう各クラブに奨励

する。
　③　財団への年次基金とポリオプラスへの寄付を増やしつつ、恒久基金においても2025年までに20億2500万ドルへ成長するよう支援し

ていく。
３．ローターアクターなど若者や新会員を支援しよう
　①　クラブに入会して5年以内の会員を対象に「新会員交流会」を開催し、ロータリーへの理解を深めてもらう。
　②　米山記念奨学会への寄付の増進を図ると共に、この制度が地区内すべてのクラブにより一層理解され、また奨学生が卒後日本との架

け橋になれるように支援する。
　③　クラブには「クラブ研修リーダー」の設置を奨励するとともに、積極的にロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）セミナーに参加して

もらい、RLIセミナーがこれからの「ロータリーの学びの場」となるよう認識を広めていく。
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　どんなに頑丈に作られた家でも、嵐、洪水、火事にはかないません。

　しかし、懐かしい家の面影は消えるものではありません。長い人生を振り返ってみると、

ある時には重要だったと思ったことが、年を経ると重要でなくなったり、また最初は大した

ことではないと思ったことが、後で「これはとても重要だ」と気が付くものもあります。

　犠牲心、献身、名誉、真実、誠実、愛情は古き良き時代の家庭を代表する素朴な美徳と

して大切なものです。

　　　　　　                               　　　My Road to Rotary　

ポール・ハリス語録ポール・ハリス語録 No.4

　昔は、里芋は桶の中に入れられて、板片でグルグルかき回されて、きれいな洗い芋

となったものだが、きれいにしてくれたものは実は板ではなくてお互いの里芋のすれ

合いであったのだ。ロータリーという桶の中に入れられた会員諸氏はルールや先輩と

いう板でかき回される間に、お互い会員同士が切磋琢磨してこそ自己成長があり、人

間性が陶冶されていく。ルールを知ったからとて、先輩に教えられたからといって真の

ロータリアンにはなり得ない。ロータリアンも昔の里芋を洗う原理と同じで、単にルー

ルに通暁し、先輩に依存しているに止まって、お互いの切磋琢磨を忘れては、ロータ

リーの理想も社会奉仕もカラ念仏に終わるのではなかろうか。

「桶の中の里芋のすれ合い…」

職業奉仕小話
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　10月と言えば、昔は日本から始まった「職業奉仕

月間」と「米山月間」でしたが、４～5年前から国際

ロータリー理事会により大きく変更されております。

（1）　経済と地域社会の発展月間（2014年10月理

事会決定）

　今年度、マローニーRI会長が強調していることの

一つに、国連が４年前から提唱しています「SDGs

（持続可能な開発目標）」の支援があります。

　SDGsでは、2030年までに「極度の貧困（生きる

ために必要な食料すら手に入れられないほどの貧

困）」を終わらせることを目指して、経済成長を促

し、教育、健康、社会的保障、雇用機会を含む幅広

い社会的ニーズを充足する戦略が必要であること

が認識されています。

　世界の「極度の貧困を終わらせる」というゴール

を目指して、私たちロータリアンもロータリー財団

を通じて支援して参りましょう。

（2）　10月24日は「世界ポリオデー」

　（ポリオワクチン開発者ジョナス・ソーク氏の誕生

日にちなみ）

　ポリオはウイルスによって引き起こされる感染力

の強い疾患です。ウイルスは主に糞口感染により神

経系の細胞に侵入し、数時間で全身の麻痺を起こ

すことが可能です。1人でも感染した小児がいれ

ば、すべての国の小児にポリオの感染に危険が及

びます。最後に残った常在国からポリオを根絶でき

なければ、10年以内に毎年20万人もの新規患者

が発生する可能性が生まれると云われます。

　30年以上にわたりロータリーとそのパートナー

組織は、ポリオを世界から根絶する取組みを行って

おります。国際社会は、1988年以降、ポリオ発症例

を99.9％も減少することに成功し、現在、ポリオ常

在国はパキスタンとアフガニスタンの２カ国です。

ポリオは天然痘（1988年に撲滅）に次いで、人類史

上２番目に根絶可能な病気といわれております。

　10月24日は『世界ポリオデー』です。ポリオ根絶

のためにロータリー財団に寄付することも大切です

が、ポリオ根絶を地域に世界に呼びかけることも私

たちの大切な役割です。あなたのクラブではポリオ

根絶に向けて『世界ポリオデー』に何を企画してお

りますか。

（3）　ロータリー学友参加推進週間

　2015年10月7日に始まった、学友とロータリーと

のつながりを深めることを目的とした『学友参加推

進週間（10/7を含む1週間）』は、元ロータリー平和

フェロー、元ロータリー奨学生、ロータリー青少年

プログラムの元交換学生、その他のプログラム学友

の参加を促すことのできる素晴らしい機会です。

　ロータリーとのつながりが薄れてしまった元奨学

生や元プログラム参加者も、クラブの例会やボラン

ティア活動への参加、オンラインでの交流を通じ

て、地域社会に貢献し、ロータリーの世界的ネット

ワークの仲間になれることができます。我が地区で

は、10月26～27日に『第9回日本ロータリー学友

会全国総会』が札幌センチュリーロイヤルホテルで

開催されることになっております。この特別週間を

通じてロータリー学友と大いに交流を深めて参りま

しょう。

（4）　 米山月間

　公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、日

本のロータリーが共同で運営する国内最大の民

間奨学団体です。2019年までの累計奨学生数

21,023人、前年度の全国の奨学生数は年間868

人、事業費は14億4千万円、奨学生一人ひとりに地

区内クラブが「世話クラブ」となり、奨学期間中、奨

学生は世話クラブで奨学金を受け取り交流し、さら

に世話クラブの会員が「カウンセラー」となって、奨

学生の世話役をつとめます。

　我が地区では大学のない地域のために、サブ世

話クラブを昨年度から設けております。可能であれ

ば奉仕活動の前日に奨学生やカウンセラー等を呼

んで頂き、翌日共に奉仕活動をするというのも、より

交流が深まるのではないでしょうか。

（5）　 北海道ローターアクト交流会

　北海道両地区のローターアクトの交流を深める

ために、「第１回ローターアクト交流会」が平成14

年に初めて釧路市で開催され、その後両地区で毎

年交互に開催されて、今年は10月26～27日、岩見

沢市において「第18回ローターアクト交流会」が開

催されることになっております。

　地区内ローターアクトクラブの会員のみなさんは、

2021年3月に予定されています『全国ローターアク

ト研修会（全研）』に向けて、会員一同、熱心にクラブ

拡大、会員増強に取り組んでいることと思います。

　10月26日は提唱クラブのローターアクト関係の

方々のみならず、彼らの全研開催を支援するため

に、多くの会員の登録をお願い致します。

　盛り沢山のプログラムを説明していると、紙面の

余裕がなくなってしまいました。次号から少しロー

タリーのお話をさせて頂きます。

盛り沢山の10月プログラムの理解へ
国際ロータリー第2510地区
2019ー2020年度ガバナー

（千歳RC）
福 田 武 男
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　2019年4月、規定審議会で、標準ロータリークラブ定款12条の例会出席メークアップの規定が改定されました。
　8月1日までに世界全クラブの反対表明が5%に達せず、この改定は7月1日から施行されることになりました。
　その結果、例会出席メークアップを拘束する規定は以下のようになります。
　①　国際ロータリー細則、第4条9節
　　　各クラブは月の最終例会が終了した後、15日以内に、例会の出席率を地区ガバナーに報告しなければな
らない。

　②　例会出席のメークアップ期間は、例会の前後2週間からロータリー年度内とすることに改定する。

　国際ロータリーの会員は世界の35,000を超えるロータリークラブであり、クラブは地区ガバナーに出席率を報
告するという規則は残っているものの、地区ガバナーには地区内クラブに指示する権限はありません。
　しかしながら、例会出席はロータリーの譲ることのできない根幹であります。
　『出席なくして親睦なし、親睦なくして奉仕なし』の金言の如く、出席はロータリーの最低限の義務であります。
　上記の二つの規定には整合性がありませんが、一応、以上のことを考慮して、地区としては各地区内クラブに以
下のように推奨し、ガバナー月信にはクラブからの報告のまま掲載しておりますので、ご理解の程、宜しくお願い致
します。
　⑴　今までと同様に、例会のメークアップは前後2週間以内として、『◯月例会出席率』を地区ガバナーに報告する。
　⑵　6月30日に、各会員の年間のメークアップを計算して、『年間確定例会出席率』を地区ガバナーに報告する。
　⑶　年度末（例えば5月に入って）には、クラブ会員の出席状況を各会員に知らせ、それまでの出席の過不足を

知らせること。（出席100％を目指す会員のために）

規定審議会　「メークアップ」に関する規定の改正が採択されました。
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（1）　経済と地域社会の発展月間（2014年10月理

事会決定）

　今年度、マローニーRI会長が強調していることの

一つに、国連が４年前から提唱しています「SDGs

（持続可能な開発目標）」の支援があります。

　SDGsでは、2030年までに「極度の貧困（生きる

ために必要な食料すら手に入れられないほどの貧

困）」を終わらせることを目指して、経済成長を促

し、教育、健康、社会的保障、雇用機会を含む幅広

い社会的ニーズを充足する戦略が必要であること

が認識されています。

　世界の「極度の貧困を終わらせる」というゴール

を目指して、私たちロータリアンもロータリー財団

を通じて支援して参りましょう。

（2）　10月24日は「世界ポリオデー」

　（ポリオワクチン開発者ジョナス・ソーク氏の誕生

日にちなみ）

　ポリオはウイルスによって引き起こされる感染力

の強い疾患です。ウイルスは主に糞口感染により神

経系の細胞に侵入し、数時間で全身の麻痺を起こ

すことが可能です。1人でも感染した小児がいれ

ば、すべての国の小児にポリオの感染に危険が及

びます。最後に残った常在国からポリオを根絶でき

なければ、10年以内に毎年20万人もの新規患者

が発生する可能性が生まれると云われます。

　30年以上にわたりロータリーとそのパートナー

組織は、ポリオを世界から根絶する取組みを行って

おります。国際社会は、1988年以降、ポリオ発症例

を99.9％も減少することに成功し、現在、ポリオ常

在国はパキスタンとアフガニスタンの２カ国です。

ポリオは天然痘（1988年に撲滅）に次いで、人類史

上２番目に根絶可能な病気といわれております。

　10月24日は『世界ポリオデー』です。ポリオ根絶

のためにロータリー財団に寄付することも大切です

が、ポリオ根絶を地域に世界に呼びかけることも私

たちの大切な役割です。あなたのクラブではポリオ

根絶に向けて『世界ポリオデー』に何を企画してお

りますか。

（3）　ロータリー学友参加推進週間

　2015年10月7日に始まった、学友とロータリーと

のつながりを深めることを目的とした『学友参加推

進週間（10/7を含む1週間）』は、元ロータリー平和

フェロー、元ロータリー奨学生、ロータリー青少年

プログラムの元交換学生、その他のプログラム学友

の参加を促すことのできる素晴らしい機会です。

　ロータリーとのつながりが薄れてしまった元奨学

生や元プログラム参加者も、クラブの例会やボラン

ティア活動への参加、オンラインでの交流を通じ

て、地域社会に貢献し、ロータリーの世界的ネット

ワークの仲間になれることができます。我が地区で

は、10月26～27日に『第9回日本ロータリー学友

会全国総会』が札幌センチュリーロイヤルホテルで
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　上記の二つの規定には整合性がありませんが、一応、以上のことを考慮して、地区としては各地区内クラブに以
下のように推奨し、ガバナー月信にはクラブからの報告のまま掲載しておりますので、ご理解の程、宜しくお願い致
します。
　⑴　今までと同様に、例会のメークアップは前後2週間以内として、『◯月例会出席率』を地区ガバナーに報告する。
　⑵　6月30日に、各会員の年間のメークアップを計算して、『年間確定例会出席率』を地区ガバナーに報告する。
　⑶　年度末（例えば5月に入って）には、クラブ会員の出席状況を各会員に知らせ、それまでの出席の過不足を

知らせること。（出席100％を目指す会員のために）

規定審議会　「メークアップ」に関する規定の改正が採択されました。

　今年13回目を数える「キッズ・アドベンチャー
キャンプ」を8月2～４日、北斗市三ツ石地区、トラ
ピスト男子修道院の下にある石別中学校のグラン
ドにテントを張り、北斗市内の小学生を対象に実施
しました。
　参加人数は小学生36名、中学生9名、高校生ボ
ランティア3名の子ども47名と実行委員会として北
斗RCメンバー12名はじめ、北斗市教育委員会、陸
上自衛隊函館駐屯地第28普通科連隊、北斗消防
署、北斗スポーツクラブなど45名、総勢95名の参
加となりました。
　7月28日、参加予定の子どもと実行委員会のメン
バーが参加の事前研修を行い、コミュニケーション
を深める班分けや班長などリーダー及び立候補に
よる総リーダーを選出しました後、北斗消防署救急
救命士によるAED（自動体外式除細動器）を使って
の救命救急法の実践、心肺蘇生法などを学びまし
た。
　キャンプ本番は、8月2日（金）から8月4日（日）ま
での2泊3日の開催、今年は例年にない好天候に恵
まれ、熱中症・脱水症の危険とクマ出没に細心の注

意で臨みました。海水浴では消防隊員の水難救助
を学び、トラピスト修道院の裏山登山では、地元猟
友会会員に同行してもらって安全確保し、夜の星空
観測では教職員有志の先生による望遠鏡で星座の
勉強をしました。
　2日目は、自衛隊の装甲車に触れた後、バブル
サッカーで楽しみ、夜は恒例のキャンプファイヤー
を囲み、フォークダンスで輪になって踊りました。子
ども達にケガ人や病人も出すことなく無事に終える
ことができ、何よりの成果と関係者一同、ほっと胸を
なで下ろしました。
　このキャンプは、社会奉仕の一つとして北斗RC
が行政と地域、更には自衛隊・消防と協働しての次
世代育成プログラムであり、参加した子どもから「来
年もぜひ参加したい」という声を多く聞かれ、私た
ちロータリアンの励みに繋がっております。
　北斗RCの支援活動は、会員数12名と小さいクラ
ブですが、会員一人一人がロータリーの目的であ
る奉仕理想を実践する心で身の丈に合ったできる
ことを実行しております。これからも地域に必要とさ
れるクラブとして前進して参りたいと思います。

「キッズ・アドベンチャーキャンプ開催」
支援活動

次世代育成プログラム北斗RC全会員で支援！
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ガバナー公式訪問報告 紙面の都合ならびに原稿の到着日により掲載が
前後する場合がございますので、ご了承ください。

余市ロータリークラブ 7/31水
　7月31日（水）、福田武男ガバナー、第6グループ笈川長生ガバ
ナー補佐をお迎えして、ホテル水明閣にてガバナー公式訪問例会
を開催させて頂きました。
　10時からは当クラブ会長、幹事、会長エレクト、副幹事の6人で
会長・幹事懇談会を行い、当クラブ杉本会長よりの活動状況等を
報告させて頂きました。
　11時からのクラブ協議会では、各委員長より活動状況、活動計
画を発表させて頂きました。福田ガバナーより社会奉仕委員会の
「余市町全日本サマージャンプ大会」の後援活動については、興
味深くお聞き頂いたように感じました。
　12時30分、点鐘で本年度4回目の例会が始まり、ガバナーの講
話を頂き、会員増強に関するガバナーのお考えや、米山記念奨学会の寄付金の見直しといったお話に、うな
ずく会員も少なくなかったように感じました。大変、有意義な例会になったことに感謝しております。
　ガバナー公式訪問、地区大会の開催と、ご多忙な日々が続くと思いますが、健康に留意されてのご活躍を
ご祈念申し上げます。ありがとうございました。

苫小牧ロータリークラブ 8/2金
　8月2日（金）、福田武男ガバナー、第12グループ橘勇治ガバナー
補佐をお迎えし、ガバナー公式訪問が開催されました。9時30分、
当クラブ名誉会員である岩倉博文苫小牧市長を苫小牧市役所に
表敬訪問し、第2510地区における今年度の活動方針について福田
ガバナーから説明があり、その後、苫小牧市、千歳市を含めた周辺
地域の経済状況や雇用等について意見交換が行われました。  
　10時より会場をホテルに移し、会長・幹事懇談会が行われ、会
員増強の本来の目的や衛星クラブの必要性について学ばせて頂き
ました。11時からは第2回クラブ協議会が行われ、役員、理事、各
委員長、新会員、オブザーバー出席の中、各委員長より今年度の活
動方針を発表させて頂き、福田ガバナーより講評を頂きました。
　12時30分より、福田ガバナー自ら御持参頂いた、東京ロータリークラブ100周年を祝って作製された鐘の
点鐘でガバナー公式訪問例会が開催されました。福田ガバナーからの卓話では、今年度のRIと地区の目標、
新会員合宿セミナーやガバナー月信の活用方法、会員増強における衛星クラブの必要性についての説明を
頂き、大変有意義な公式訪問となりました。

札幌南ロータリークラブ 8/19 月
　8月19日（月）、福田武男ガバナーと第5グループ田澤泰明ガバ
ナー補佐が当クラブ例会場である札幌パークホテルに公式訪問さ
れました。
　10時よりの会長・幹事懇談会では、当クラブの特徴として諸先
輩から引き継いでおります「なごやぎの精神」（なごやかにやわら
ぐを表わす造語で、心の謙虚さと相手を思いやる心）に関心を持た
れ、クラブの根幹をご理解頂きました。会員入退会の推移にも注
目され、今後は衛星クラブの設立、そして新入会員のためにロータ
リーの目的と奉仕の理想をさらに高めること、ロータリーの理念を
理解してもらうことが会員増強の一助にと示唆されました。
　11時よりのクラブ協議会では、今年度の奉仕活動計画と運営方
針及び実施状況発表をさせて頂いた後、総評として当クラブの継続性のある奉仕事業の多さと実行力、そし

◇岩倉苫小牧市長表敬表問

◇クラブ協議会

◇会長・幹事懇親会

◇会長・幹事懇親会

て大きいクラブにも関わらず、まとまりあるシステムへ関心を持たれました。
　12時30分、例会開始のゴングの点鐘。この日のゴングは特別なもので、日本最初のロータリークラブであ
る東京ロータリークラブが創立100周年を記念し作製された鐘をお持ち頂き、この100年の重みが感じられ
る響きの良い点鐘となりました。大人数でのお食事を楽しまれ、その後の卓話では、日常生活の奉仕の理念
がいかに大切かを例会で学び、それを回りに広げ、奉仕の心を理解し、会社、家族そして地域に広めること
が家庭を幸せにする。その結果、企業の繁栄、人生のやりがいや生きがいを達成するという心温かいお話
しをされました。最後になりますが、第2510地区全クラブへの公式訪問が無事に終わることをお祈り申し上
げます。
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る響きの良い点鐘となりました。大人数でのお食事を楽しまれ、その後の卓話では、日常生活の奉仕の理念
がいかに大切かを例会で学び、それを回りに広げ、奉仕の心を理解し、会社、家族そして地域に広めること
が家庭を幸せにする。その結果、企業の繁栄、人生のやりがいや生きがいを達成するという心温かいお話
しをされました。最後になりますが、第2510地区全クラブへの公式訪問が無事に終わることをお祈り申し上
げます。

　8月19日（月）、福田武男ガバナーと第5グループ田澤泰明ガバ
ナー補佐が当クラブ例会場である札幌パークホテルに公式訪問さ
れました。
　10時よりの会長・幹事懇談会では、当クラブの特徴として諸先
輩から引き継いでおります「なごやぎの精神」（なごやかにやわら
ぐを表わす造語で、心の謙虚さと相手を思いやる心）に関心を持た
れ、クラブの根幹をご理解頂きました。会員入退会の推移にも注
目され、今後は衛星クラブの設立、そして新入会員のためにロータ
リーの目的と奉仕の理想をさらに高めること、ロータリーの理念を
理解してもらうことが会員増強の一助にと示唆されました。
　11時よりのクラブ協議会では、今年度の奉仕活動計画と運営方
針及び実施状況発表をさせて頂いた後、総評として当クラブの継続性のある奉仕事業の多さと実行力、そし

伊達ロータリークラブ 8/20火
　8月20日、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバナー補
佐、佐々木彰夫補佐幹事をお迎えしてガバナー公式訪問が行われ
ました。当日は、8時45分より菊谷秀吉伊達市長を表敬訪問しまし
た。
　会長・幹事懇談会では、早瀬会長より、今年度の会長方針や概
要、現状を報告し、福田ガバナーより多くのご意見やご指導を頂きました。
　クラブ協議会では、理事・役員・委員長出席のもと各担当理事から各委員会の活動計画について説明し、
福田ガバナーよりそれぞれの活動に対して懇切、丁寧なご講評を頂きました。
　例会では、福田ガバナーよりとても有意義な卓話を伺い、最後に早瀬会長の謝辞で終了しました。
　福田ガバナーはじめ地区役員の皆様には、ご多忙中にもかかわらず、クラブ訪問を頂き、会員一同心から
感謝申し上げます。ありがとうございました。

室蘭北ロータリークラブ 8/20火
　8月20日（火）、ガバナー公式訪問が、福田武男ガバナー、第9グ
ループ荒井孝亘ガバナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお
迎えし、会長・幹事懇談会、クラブ協議会、例会を行いました。
　会長・幹事懇談会では、当クラブの会員増強、ローターアクト活
動を中心に活発化している話をさせて頂きました。
　クラブ協議会では、今年度活動計画を各委員長からご説明し、
最後にガバナーへ新入会員からも質問をさせて頂きました。
　例会では、ガバナーから会員増強の考え方やローターアクトへの
思いをお聞かせ頂きました。ガバナーはロータリー活動の考え方
をやさしく伝えようと努力されていました。また、百周年の鐘を大
事に持ち歩いておられるお姿を拝見し、ガバナーのお人柄に触れ
さて頂きました。
　例会のあとは二次会にも参加して頂き、普段聞けないロータリーの話を伺ったり、活動の詳細を聞いて頂
いたりといった時間をご一緒しました。
　今回のガバナー公式訪問にあたりまして、福田ガバナー、荒井ガバナー補佐、佐々木ガバナー補佐幹事、
誠にありがとうございました。我々はこの公式訪問を機に、さらに活動を活発化していきたいと思います。

て大きいクラブにも関わらず、まとまりあるシステムへ関心を持たれました。
　12時30分、例会開始のゴングの点鐘。この日のゴングは特別なもので、日本最初のロータリークラブであ
る東京ロータリークラブが創立100周年を記念し作製された鐘をお持ち頂き、この100年の重みが感じられ
る響きの良い点鐘となりました。大人数でのお食事を楽しまれ、その後の卓話では、日常生活の奉仕の理念
がいかに大切かを例会で学び、それを回りに広げ、奉仕の心を理解し、会社、家族そして地域に広めること
が家庭を幸せにする。その結果、企業の繁栄、人生のやりがいや生きがいを達成するという心温かいお話
しをされました。最後になりますが、第2510地区全クラブへの公式訪問が無事に終わることをお祈り申し上
げます。

洞爺湖ロータリークラブ 8/21水
　8月21日（水）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公
式訪問が開催されました。
　15時30分より真屋敏春洞爺湖町長への表敬訪問を行い、その
後、16時30分からの会長・幹事懇談会では、増山会長より当クラ ◇真屋洞爺湖町長表敬訪問

ブの特徴、活動、今年度のクラブ方針などをお伝えさせて頂きまし
た。また、当クラブの課題であります会員増強についてのご助言を
賜りました。
　17時30分からのクラブ協議会では、各委員長から今年度の方針
を発表した後、福田ガバナーより、規程審議会、定款の変更につい
てのご指導を賜った他、奨学生の受入、奨学生の研修・奉仕活動
参加について検討してはどうかとのご助言も頂きました。そして、
「ロータリーを学ぶ」ことをテーマとして、決議23－34についての
ご講話を頂きました。ロータリーの目的や奉仕の理念などについて、簡潔明瞭に捉えることができ、大変有
意義な内容でした。例会および懇親会においても意義深い大変貴重な時間となりました。会員一同心より感
謝申し上げます。
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　8月21日（水）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公
式訪問が開催されました。
　15時30分より真屋敏春洞爺湖町長への表敬訪問を行い、その
後、16時30分からの会長・幹事懇談会では、増山会長より当クラ

ブの特徴、活動、今年度のクラブ方針などをお伝えさせて頂きまし
た。また、当クラブの課題であります会員増強についてのご助言を
賜りました。
　17時30分からのクラブ協議会では、各委員長から今年度の方針
を発表した後、福田ガバナーより、規程審議会、定款の変更につい
てのご指導を賜った他、奨学生の受入、奨学生の研修・奉仕活動
参加について検討してはどうかとのご助言も頂きました。そして、
「ロータリーを学ぶ」ことをテーマとして、決議23－34についての
ご講話を頂きました。ロータリーの目的や奉仕の理念などについて、簡潔明瞭に捉えることができ、大変有
意義な内容でした。例会および懇親会においても意義深い大変貴重な時間となりました。会員一同心より感
謝申し上げます。

室蘭東ロータリークラブ 8/21水
　8月21日（水）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公
式訪問が開催されました。
　10時より例会前に3名ご臨席のもと会長・幹事・会長エレクトと
の会長・幹事懇談会を開催し、インターアクトやローターアクトクラ
ブの充実、会員増強、RIの今後の活動等について、和やかな雰囲
気の中で意見交換ができました。
　11時よりクラブ協議会を開催しました。竹本会長からの基本方
針説明に続き、各委員会委員長が今年度の目標や具体的な活動計
画等について説明しました。会員からの質問に福田ガバナーから
明確にお答え頂くとともに、地区補助金の申請時期の改善や会員
増強等に関して有益なお話しを頂きました。
　例会では、福田ガバナーに卓話をして頂きました。最初に、前日の大谷室蘭高等学校のインターアクトクラ
ブ訪問の様子や長年の活動への評価と今後の活動への期待を頂きました。続いて、会員増強の方法の一つ
として、衛星クラブを複数のロータリークラブが支援するという方法やクラブ定款の変更等についてお話を
頂きました。
　福田ガバナーは会長・幹事懇談会、クラブ協議会、例会を通じて、柔らかな雰囲気ながらも新しい情報に
対する考え方や進取な取組についてお話をされ、各会員は意識を新たにする機会となりました。

室蘭ロータリークラブ 8/22木
　8月22日（木）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えして、ガバナー公
式訪問例会が開催されました。例会に先立ち、第2回クラブ協議会
が開催され、近江会長以下11名の委員長、各担当責任者が出席
し、当クラブの今年度の活動方針と計画が発表され、福田武男ガ
バナーの講評を頂きました。
　また、本年度地区大会が金、土曜日に、凝縮した時間配分で開催される旨説明され、登録参加を呼びかけ
られました。ガバナーと会長・幹事懇談会も行われ、当クラブの歴史と概況の報告も行われました。例会で
は、東京RCより100周年を記念して寄贈された鐘を持参され、点鐘時の打鐘に使用されました。ガバナーに
よる講話では｢各クラブは会員増強に注力しているが、人数を増やす事だけではなく勧誘の際にはロータ
リーの理念と目的を是非伝えて欲しい。ロータリーの哲学、活動指針は決議23－34に集約されているので
熟読をと、小さな思いやり、小さな助け合いが実践出来るRC活動を。｣と分かり易くお話しされました。　　
　最後に楽しい一年にしたいと思っているので、ぜひ地区大会に参加をと呼びかけられ室蘭をあとにされま
した。ありがとうございました。
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　8月21日（水）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公
式訪問が開催されました。
　15時30分より真屋敏春洞爺湖町長への表敬訪問を行い、その
後、16時30分からの会長・幹事懇談会では、増山会長より当クラ

ブの特徴、活動、今年度のクラブ方針などをお伝えさせて頂きまし
た。また、当クラブの課題であります会員増強についてのご助言を
賜りました。
　17時30分からのクラブ協議会では、各委員長から今年度の方針
を発表した後、福田ガバナーより、規程審議会、定款の変更につい
てのご指導を賜った他、奨学生の受入、奨学生の研修・奉仕活動
参加について検討してはどうかとのご助言も頂きました。そして、
「ロータリーを学ぶ」ことをテーマとして、決議23－34についての
ご講話を頂きました。ロータリーの目的や奉仕の理念などについて、簡潔明瞭に捉えることができ、大変有
意義な内容でした。例会および懇親会においても意義深い大変貴重な時間となりました。会員一同心より感
謝申し上げます。

室蘭東ロータリークラブ 8/21水
　8月21日（水）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公
式訪問が開催されました。
　10時より例会前に3名ご臨席のもと会長・幹事・会長エレクトと
の会長・幹事懇談会を開催し、インターアクトやローターアクトクラ
ブの充実、会員増強、RIの今後の活動等について、和やかな雰囲
気の中で意見交換ができました。
　11時よりクラブ協議会を開催しました。竹本会長からの基本方
針説明に続き、各委員会委員長が今年度の目標や具体的な活動計
画等について説明しました。会員からの質問に福田ガバナーから
明確にお答え頂くとともに、地区補助金の申請時期の改善や会員
増強等に関して有益なお話しを頂きました。
　例会では、福田ガバナーに卓話をして頂きました。最初に、前日の大谷室蘭高等学校のインターアクトクラ
ブ訪問の様子や長年の活動への評価と今後の活動への期待を頂きました。続いて、会員増強の方法の一つ
として、衛星クラブを複数のロータリークラブが支援するという方法やクラブ定款の変更等についてお話を
頂きました。
　福田ガバナーは会長・幹事懇談会、クラブ協議会、例会を通じて、柔らかな雰囲気ながらも新しい情報に
対する考え方や進取な取組についてお話をされ、各会員は意識を新たにする機会となりました。

室蘭ロータリークラブ 8/22木
　8月22日（木）、福田武男ガバナー、第9グループ荒井孝亘ガバ
ナー補佐、佐々木彰夫ガバナー補佐幹事をお迎えして、ガバナー公
式訪問例会が開催されました。例会に先立ち、第2回クラブ協議会
が開催され、近江会長以下11名の委員長、各担当責任者が出席
し、当クラブの今年度の活動方針と計画が発表され、福田武男ガ
バナーの講評を頂きました。
　また、本年度地区大会が金、土曜日に、凝縮した時間配分で開催される旨説明され、登録参加を呼びかけ
られました。ガバナーと会長・幹事懇談会も行われ、当クラブの歴史と概況の報告も行われました。例会で
は、東京RCより100周年を記念して寄贈された鐘を持参され、点鐘時の打鐘に使用されました。ガバナーに
よる講話では｢各クラブは会員増強に注力しているが、人数を増やす事だけではなく勧誘の際にはロータ
リーの理念と目的を是非伝えて欲しい。ロータリーの哲学、活動指針は決議23－34に集約されているので
熟読をと、小さな思いやり、小さな助け合いが実践出来るRC活動を。｣と分かり易くお話しされました。　　
　最後に楽しい一年にしたいと思っているので、ぜひ地区大会に参加をと呼びかけられ室蘭をあとにされま
した。ありがとうございました。

長万部ロータリークラブ 8/27火
　8月27日（火）、福田武男ガバナー、第10グループ水野建ガバ
ナー補佐には、当クラブの公式訪問にご足労頂き、誠にありがとう
ございました。
　福田ガバナー、水野ガバナー補佐には函館市内クラブの公式訪
問を終えて、15時50分長万部に到着、16時井上会長の案内により
長万部町役場庁舎内で木幡正志町長を表敬訪問をし、佐藤副町長、近藤教育長も同席されました。続いて
当クラブが庁舎前に設置寄贈した大理石の「町民顕彰碑」、「花壇」を案内しました。
　16時30分、福田ガバナー、水野ガバナー補佐との会長・幹事懇談会で、当クラブの現状と課題について協
議、2018～2019年は1名の増であったが今年度は1名の会員減について報告しました。
　17時30分、クラブ協議会は、通常例会場の「あつまんべ」で開催し、井上会長から福田ガバナー公式訪問
への歓迎の言葉がありました。本年度の方針では、少数会員クラブであるが地域密着の奉仕活動の実践を
通じて会員純増でロータリーの灯を灯し続ける決意を表しました。
　福田ガバナーは、RIのメッセージを伝えていくことが仕事であり、地区として何ができるかです。当クラブ
は、少人数の中で家庭的にやっている、その点は会員数の問題ではない。親睦と奉仕が大切で地域の中で何
ができるか、すそ野を広げ地域のためのロータリーを目指して欲しいと挨拶がありました。
　続いて、五大奉仕委員会の各委員長から年度方針の報告に対して、ガバナーは地域に根差した活動を続
ける中で会員純増に繋げて欲しい、会員の中でお互いに卓話することで例会の充実を目指してはどうか。生
活の貧しい時代は、職業がすべてだった。RC活動のすべてに職業奉仕を適用して行こう等々の講評を頂き
ました。
　18時30分、第2413回例会のガバナー公式訪問例会では、ガバナーが持参されました「記念の鐘」を披露
されました。この「鐘」は、東京RC（1920年10月20日創立）が100周年記念として、国内34地区に寄贈され
たものです。井上会長の力強い点鐘で開会、ガバナーは、卓話で奉仕の理想のそれは、1つ「家庭を守り」、2
つは「事業の成功に努力」、3つは｢生きがいを求める」ことで奉仕の理想を育てつつ、RC活動を楽しんでい
こうと激励の言葉を頂きました。
　19時、夜間例会場を「丸金旅館」に移動して記念撮影、みんなで和やかに親睦を深めました。

函館亀田ロータリークラブ 8/26 月
　8月26日（月）、福田武男ガバナー、第10グループ水野建ガバ
ナー補佐をお迎えして、本年度のガバナー公式訪問が開催されま
した。
　10時より福田ガバナー、水野ガバナー補佐、会長、幹事、会長エ
レクトによる会長・幹事懇談会を開催し、当クラブの特徴やクラブ
全体についての活動状況のご報告をさせて頂きました。
　また、福田ガバナーより会員増強に対する地区の考えなどをお
伺いすることができました。その後、クラブアッセンブリーでは各
委員長よりそれぞれの委員会での活動をご報告させて頂きまし
た。
　福田ガバナーによる講評では、中学生を対象とした職業体験事
業、幼稚園児との老人ホームへの交流事業など様々な活動についてご意見を頂きました。例会では地区目標
や会員増強における「衛星クラブ」のあり方など当クラブに関して意義のあるお話を頂きました。
　最後に、福田ガバナー、水野ガバナー補佐におかれましては長時間にわたり誠に有り難う御座いました。
とても有意義なガバナー公式訪問に会員一同感謝申し上げます。
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赤平ロータリークラブ 9/3火
　千歳を6時20分に出発し公共交通機関を乗り継ぎ、赤平交流セ
ンターみらいに到着した福田武男ガバナーの姿を確認したのは、9
月3日の9時15分でした。10時からの会長・幹事懇談会までの時間
を「炭鉄港」として日本遺産に認定された赤平の炭鉱遺跡をガバ
ナーに見て頂こうとご案内。途中、ズリ山に設けられた777段の階
段に立ち寄りました。当地区が2510となる前に251地区だったこと
と、階段の251番目に今年ローターアクトを卒業した石川樹君の名
前が記されたプレートがあることをガバナーに伝えました。「それ
ならそこまで上ろう」ということになりました。251段目で石川君の
プレートを確認したところ、ガバナーが「せっかくだから最後まで
上ろう」と提案され、第2グループ宇戸啓隆ガバナー補佐と三人で、
777段を上り切り、頂上にある幸運の鐘までたどり着きました。そ
こでガバナーは人類の幸運を願い、鐘を高らかに鳴らしました。上って下りて30分。汗だくになりました。
　階段を上り下りする時間は、赤平の歴史や地理、クラブの様子や会員のことなど、話題が広範囲にわたり
豊穣な雑談となりました。会長・幹事懇談会、クラブ協議会、公式訪問例会の中でガバナーの高い見識から
話された数多くのアドバイスと同じように、ズリ山での30分は貴重な時間となったのでした。
　ガバナー公式訪問例会ということで、日程の調整をして出席した会員が多く、メークアップを含めて久しぶ
りに出席率100％例会となりました。朝早くから長時間にわたりご指導頂いた福田ガバナーに、誌上ではあり
ますが心から感謝申し上げ、報告といたします。

砂川ロータリークラブ 9/4水
　9月4日（水）2019－2020年度福田ガバナーの公式訪問におこ
し頂きました。
　福田ガバナーは、第2グループ宇戸啓隆ガバナー補佐と共に、開
始時間より1時間程早く快晴の砂川に到着され、道立都市公園子ど
もの国・砂川企業を見学頂きました。
　10時より、会長・幹事懇談会に出席され、砂川RCの歴史・特徴について説明を聞いて頂き、良い点を伸ば

◇クラブ協議会 ◇福田ガバナー公式訪問例会卓話

し会員増強に努めるようにお話がありました。また、会員の出席報
告についての変更点について詳しくお話を頂きました。
　11時30分より、クラブ協議会を開催、各委員会の活動方針等に
ついて報告を受け、福田ガバナーより中規模な会員数であるが出
席率が高くまとまりがあるクラブと称されました。
　また、「四つのテスト」の意義のお話がありました。
　12時30分より例会にて、公式訪問卓話を頂き、地区大会の会長・
幹事会、指導者育成セミナー、本会議、記念講演、記念懇親会の多くの会員皆様の参加への要請がありました。
　最後にロータリーの目的について話され、「ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念
を奨励し、これを育むことにある」と結ばれ、砂川RCへの公式訪問を終えられました。
 

札幌幌南ロータリークラブ 8/30金
　この度のガバナー公式訪問は、夜間例会の日程となる8月30日
に福田武男ガバナー、第5グループ田澤泰明ガバナー補佐をお迎
えし、16時30分より会長・幹事懇談会を行ない、福田ガバナーか
ら地区においても関心が高いとのお話しで札幌幌南RCの目玉事
業である親子暗唱大会について興味深くご質問を受けました。
　また、ロータリーの核と言えるとのことで、発足から45周年とな
る札幌幌南ローターアクトクラブの活動について評価を頂きまし
た。17時30分よりクラブ協議会が行われ、五大奉仕委員長・三部
門長から今年度における活動計画の進捗について報告を致しまし
た。
　18時30分からの夜間例会では、福田ガバナーより出席した全会
員に、10月に開催されます地区大会の記念事業・セミナーのご説明と参加の呼び掛けを頂きました。また、
会員増強において、会員が減少したから数合わせのために増員するのではなく、ロータリーの目的、奉仕の
理念を理解してもらい、想いと活動を共にする仲間を増やしましょうと心に響くお話を頂きました。
　会食中は会員と一緒にソプラノ歌手によるミニコンサートをお楽しみ頂きました。日々、広範囲な第2510
地区公式訪問として大変激務でお疲れの中、二次会へも足を運んで頂きご教示下さり、感謝申し上げるとと
もにお体にお気をつけて無事に終了することをお祈り申し上げます。

ズリ山頂上の幸運の鐘を
鳴らすガバナー（写真
右）。
ガバナー補佐と会員の
集合写真（写真上）。
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を奨励し、これを育むことにある」と結ばれ、砂川RCへの公式訪問を終えられました。
 

◇ガバナー公式訪問記念写真

滝川ロータリークラブ 9/5木
　9月5日（木）、福田武男ガバナー、第2グループ宇戸啓隆ガバナー
補佐をお迎えして、ガバナー公式訪問が開催されました。
　10時からの会長・幹事懇談会では、鈴木英光会長からクラブの
本年度計画のプロジェクト事業および継続事業等の活動状況とク
ラブが抱えている問題点について説明し、福田ガバナーより貴重な
お話を頂くことが出来ました。引き続き11時より当クラブのクラブ
協議会を開催、各委員長より活動方針、活動計画を発表させて頂
きました。
　12時30分よりガバナー公式訪問例会が開催され、福田ガバナー
より今後、滝川RCが100名を超えるクラブとなるためには、出席率
の問題点から、経済的・時間的制約が軽減される衛星クラブの有
用性についてお話を頂きました。また、ロータリーの根幹ともいうべき「ロータリーの目的」について様々な
観点から、「人生においてもっとも大切な奉仕の理想の精神がいかに重要であるかを例会で学び、その思い
を家庭や職場や地域に広めることである」とお話を頂き、大変有意義な時間を過ごすことが出来ました。福
田ガバナーの「木曜フォーラム」へのご出席を楽しみにお待ちしております。福田ガバナーには滝川にお越し
頂き、感謝申し上げます。ありがとうございました。

▲ガバナー公式訪問 会長/幹事懇談会（滝川RC）

▲ガバナー公式訪問クラブ協議会（滝川RC）

札幌手稲ロータリークラブ 9/7土
　9月7日（土）、福田武男ガバナー、第4グループ宮部光幸ガバ
ナー補佐をお迎えし、ガバナー公式訪問が開催されました。
　10時からの会長･幹事懇談会では、当クラブ宮坂会長より今年
度創立50周年を迎えるにあたり、創立からの歴史と活動の概要、
特に西区・手稲区中学校スポーツ大会（札幌西北RC共催）、高校
生奨学金制度の事など青少年の健全な育成に資する活動を中心
に説明いたしました。福田ガバナーからはこれらの活動に高い評価
と、当クラブの今後さらなる活動に期待を寄せて頂きました。
　場所を移し、11時からのクラブ協議会では、五大奉仕各委員
長・三部門長よりクラブ活動計画と進捗状況などの発表がなされ、
福田ガバナーからの講評では、当クラブの細則に「決議23-34」原
文が記載されていることに強い関心を寄せて頂いた事と、昨年度より対外活動として実施していますSNSを
活用した広報活動の手法についても高評価を頂きました。
　例会では、お持ち頂きました「日本のロータリー100周年記念の鐘」を当クラブ会長が点鐘を鳴らすと澄み
切った音色が響くなか開会しました。
　福田ガバナーからの講話では、会員増強を主に「衛星クラブ」の説明と提案、RIの現状や動向、さらには時代にあっ
た改革も必要である事などの思いを語られ、とても参考になり会員一同有意義な時間を過ごす事ができました。
　ご多忙の中、福田ガバナー、宮部ガバナー補佐には、当クラブをご訪問頂きありがとうございました。
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米山記念奨学会・学友委員会

青　木　貞　康（札幌はまなすRC）委員長

米山奨学生ご紹介米山奨学生ご紹介2019-2020年度2019-2020年度

日本での出会い
韓　　星（カンセイ）

（中国）
小樽商科大学大学院（小樽 RC）

　私は韓星と申します。中国出身です。小樽商科大学
院で現代商学を専攻しています。先生に紹介して頂
いて、日本に留学する機会を得ました。それまでは、
日本に来たことも、日本語の勉強したこともなく、異
国の地での生活に不安がありました。しかし、異文化
交流や新しい言語を学ぶことに興味があり、自分に
とって良い挑戦になると思ったので、日本に留学する
ことを決めました。
　日本に来てから約3年間が過ぎました。今、振り
返って考えて一番感じたことは、日本人の優しさで
す。学校の教授やロータリアンの方をはじめ、地元の
人もみんな私がわからないことがあると親切に助け
て頂き、たくさんお世話になっています。
　日本に来て最初は、お寿司屋さんでアルバイトをし
ました。当時、私の日本語のレベルは、挨拶の言葉程
度のものでした。お寿司屋のみなさんは私にいつも
親切にしてくださって、私の乏しい日本語も全然気に
せず接してくださいました。たくさんの接客や魚の知
識を教えてくれて、暇な時にはいろいろな話題につい
て話してくださり家族のように仲良くなりました。特

に、女将さんは寿司に関する知識だけではなく、日本
のマナーや文化も教えてくれました。時々、食事に
誘ってくれたり、私の生活を心配してくれたり、親密
な関係になりました。お寿司屋さんのアルバイトの体
験は、働いて疲れるというより、日本での家族がいる
ような安心感があるものでした。ロータリー米山奨
学生に選んで頂いたおかげで、アルバイトは辞めてし
まいましたが、今も交流があり、お寿司屋さんのみな
さんの優しさは私の心拠り所です。
　また、英会話の集まりで初めて会った日本人のお
じいさんでも、私のことを孫のように気に掛けてくれ
ました。いつも私が元気に過ごしているか手紙や会う
たびに気にしてくれています。食事にも連れて行って
くれたり、お土産を交換し合ったり、私の日本でのお
じいちゃんのような存在です。
　今年で日本での留学生活は最後の一年を迎えま
したが、優しい方々のおかげで、日本は第二のふるさ
とになりました。なので、卒業して就職しても自分の
大学院での研究したことを生かして、日本での生活を
続けたいと考えています。

2018年冬、奈良公園で鹿に会えました 今年、長沼町国際交流フェス
ティバルに参加、餅つきを体験
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　先日、地区文献資料室委員長を拝命した、という

こともあり、東京・芝公園にあるロータリー文庫へ

行ってきました。機会があれば詳細にご紹介したい

と思いますが、ロータリーに関する文献が揃ってお

り、大変充実した施設です。JR山手線の浜松町駅か

ら徒歩10分程度の場所にありますので、出張の際

にでもお立ち寄り頂ければと思います。

　今回、ご紹介しますのはハーバード・テーラー著

「我が自叙伝」です。

　「四つのテスト」はロータリーを語る上で、最も重

要な概念の一つとも言えると思いますが、その発案

者たる著者の自伝です。著者が倒産の危機に瀕し

ていたクラブ・アルミニウム社の再建を託された際、

「全社員が倫理的なターゲットを掲げて、正しい営

業活動を行えば、必ず会社が再建できる」と思い、

この四つのテストを考え出した、というのは各所で

紹介されている話かと思いますが、その経緯につ

いても詳細に紹介されています。

　著者自身が紹介する事例として会社が印刷所に

低い入札価格によって大きな注文をしたという事

件を取り上げています。印刷所が後に、見積価格を

大幅に間違ったことに気付き、無理を承知で差額を

払ってもらえないかと相談に来ました。法律的には

義務のないところでしたが、四つのテストの2「みん

なに公正か」に照らして、全額を支払いました。また、

広告の校正で「世界で最も優れた調理器具」とあっ

たものを、そのことは証明できず、真実ではないか

もしれないので、「一番の」とか「最大級の」とかいう

最上級の表現はやめて製品についての事実のみを

述べることを命令しています。できそうでできなさ

そうなエピソードばかりですが、そのようなことを積

み重ねていった結果、結果的にクラブ・アルミニウ

ム社は業績を回復させ、5年後には借金を完済し、

15年後には多額の配当をするまでになったそうで

す。

　また、ロータリーとの関りや四つのテスト以外に

関する部分以外においても、よりよい人生を過ごし

方や職業選択、知識やお金に対する見解等は大変

示唆に富んでおります。紙幅の関係で内容の紹介

はできませんが、人生訓としても大変素晴らしいと

思います。

　本著についてもロータリー文庫からのダウン

ロードが可能です。また地区文献資料室にも蔵書し

ておりますので、ご興味のある方は是非ご一読くだ

さい。　

　　　　  地区文献資料室
委員長　石川　信行（札幌手稲RC）

『ロータリーの本』『ロータリーの本』No.4

ハーバード・テーラー　著
菅野多利雄　訳

米山記念奨学会・学友委員会

青　木　貞　康（札幌はまなすRC）委員長

米山奨学生ご紹介米山奨学生ご紹介2019-2020年度2019-2020年度

日本での出会い
韓　　星（カンセイ）

（中国）
小樽商科大学大学院（小樽 RC）

　私は韓星と申します。中国出身です。小樽商科大学
院で現代商学を専攻しています。先生に紹介して頂
いて、日本に留学する機会を得ました。それまでは、
日本に来たことも、日本語の勉強したこともなく、異
国の地での生活に不安がありました。しかし、異文化
交流や新しい言語を学ぶことに興味があり、自分に
とって良い挑戦になると思ったので、日本に留学する
ことを決めました。
　日本に来てから約3年間が過ぎました。今、振り
返って考えて一番感じたことは、日本人の優しさで
す。学校の教授やロータリアンの方をはじめ、地元の
人もみんな私がわからないことがあると親切に助け
て頂き、たくさんお世話になっています。
　日本に来て最初は、お寿司屋さんでアルバイトをし
ました。当時、私の日本語のレベルは、挨拶の言葉程
度のものでした。お寿司屋のみなさんは私にいつも
親切にしてくださって、私の乏しい日本語も全然気に
せず接してくださいました。たくさんの接客や魚の知
識を教えてくれて、暇な時にはいろいろな話題につい
て話してくださり家族のように仲良くなりました。特

に、女将さんは寿司に関する知識だけではなく、日本
のマナーや文化も教えてくれました。時々、食事に
誘ってくれたり、私の生活を心配してくれたり、親密
な関係になりました。お寿司屋さんのアルバイトの体
験は、働いて疲れるというより、日本での家族がいる
ような安心感があるものでした。ロータリー米山奨
学生に選んで頂いたおかげで、アルバイトは辞めてし
まいましたが、今も交流があり、お寿司屋さんのみな
さんの優しさは私の心拠り所です。
　また、英会話の集まりで初めて会った日本人のお
じいさんでも、私のことを孫のように気に掛けてくれ
ました。いつも私が元気に過ごしているか手紙や会う
たびに気にしてくれています。食事にも連れて行って
くれたり、お土産を交換し合ったり、私の日本でのお
じいちゃんのような存在です。
　今年で日本での留学生活は最後の一年を迎えま
したが、優しい方々のおかげで、日本は第二のふるさ
とになりました。なので、卒業して就職しても自分の
大学院での研究したことを生かして、日本での生活を
続けたいと考えています。

2018年冬、奈良公園で鹿に会えました 今年、長沼町国際交流フェス
ティバルに参加、餅つきを体験
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■Ｑ１　次のロータリー公式標語の　　　　に言葉を入れ、標語を完成させて下さい。

　ロータリーの公式標語「　　　　　」と「最もよく　　　　　、最も多く　　　　　」

■Ｑ２　歴史は、ロータリーの初期の頃にまでさかのぼります。文中の　　　　に言葉を入れて下さい。

　1911年、オレゴン州ポートランドの全米ロータリークラブ連合会の第二回ロータリー大会で「He 

Profits Most Who Serves Best」がロータリーの標語として承認されました。これは、前年にシ

カゴで開かれた　　　　　で、ロータリアンの　　　　　が行った演説を基に作られた標語です。

　　　　　はその演説の中で次のように語っています。「他者に対する正しい　　　　　の科学の

みが引き合うのだ。　　　　　とは人間的な奉仕の科学である。その仲間に最もよく　　　　　

が最も多く　　　　　」

　ポートランドでのロータリー大会は、もう一つの標語「　　　　　」が誕生するきっかけともなりま

した。大会中にコロンビア川でボート乗りを楽しんでいた米国ミネソタ州ミネアポリス・ロータリー

クラブ会長、ベン・コリンズは、シアトルのロータリアン、J.E.ピンカムと、ロータリークラブを組織

するのにふさわしい方法について話し合っていました。その中でコリンズは、自分のクラブで採用し

ていた理念「無私の奉仕（Service, Not Self）」を紹介しました。ピンカムは、同じボートに乗ってい

たロータリー創始者、　　　　　を呼んで会話を続けました。　　　　　から依頼されコリンズは

大会で演説を行い、この文言「無私の奉仕」が熱烈に歓迎されたのです。

　この 2 つの標語は、1950 年デトロイトの RI 国際大会で、「最もよく　　　　　、最も多く

　　　　　（He Profits Most Who Serves Best）」と「　　　　　（Service Above Self）」

に修正され、ロータリーの公式標語として正式に承認され、1989 年規定審議会では、「　　　　　」

がロータリーの第一標語として採択されました。一方、「He Profits Most Who Serves Best」は、

2004 年規定審議会で「They Profit Most Who Serve Best 」に修正され、さらに 2010 年規

定審議会で現在の標語「　　　　　Profits Most Who Serves Best」となりました。

◇答えは、13 ページに掲載しています。お楽しみに・・・

「ロータリーの標語について」
地区職業奉仕委員会
副委員長 （札幌東RC）清 水 　 哲

ロータリーを
学ぶ
No.２

①

①

⑦⑦

②

①③

①

⑧

② ③

④ ⑤

⑤ ⑥

②⑥

③
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地区補助金プログラム2次募集中！
　2019-2020年度の地区補助金申請書は2019年5月末に締切り、申請書が届いた40クラブの

すべてを承認いたしました。

　今年度は2017-18年度の未配分の地区財団活動資金（DDF）20％の半額が追加されたため

地区補助金の上限額は112,857ドルに増額されました。審査の結果、未配分の補助金が約１百

万円残りましたので、以下の通り2次募集を行います。

　2次募集の対象となります30クラブに今月中に通知します。
　　１．すでに2019-2020年度の申請をしたクラブは対象外とする。
　　２．活動またはプロジェクト内容は地区補助金申請の規定に準ずる。
　　３．補助金は10万円から40万円程度とする。
　　４．承認件数は数件とする。
　　５．申し込み締め切りは2019年11月30日とする。
　　６．活動報告書は2020年6月末日までに提出する。　　　　　以上 

『地区財団補助金委員会からのお知らせ』
地区財団補助金委員会
委員長

（札幌真駒内 RC）
澁 谷 良 治

募　集　要　項

米山記念奨学会へのご協力に感謝申し上げます
米山功労者
美唄RC 井門　英明　会員 （13回） 8月29日

12 ページの解答

①超我の奉仕　　②奉仕する者　　③報いられる　　④第一回ロータリー大会　

⑤アーサー・フレデリック・シェルドン　　⑥経営　　⑦ポール・ハリス　　⑧One
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2020年　ハワイ・ホノルル国際大会のご案内【続報】

地区RI国際大会推進委員会
委員長

（函館RC・PG）
國 立 金 助
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2020年　ハワイ・ホノルル国際大会のご案内【続報】

地区RI国際大会推進委員会
委員長

（函館RC・PG）
國 立 金 助

プラン1
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旅行期間：2020 年 6 月5日（金）～ 6 月10日（水）　4 泊 6日
設定人数：40 名様　

日 付 都 市 名 時間 交通 スケジュール 朝 昼 夕

1 6月5日
（金）

新千歳空港
（日付変更線）

19：45頃 HA442 千歳よりハワイアン航空にてホノルルへ

（所要時間 約7時間30分）

機
内

ホノルル空港 着 08：15頃 専用車 入国手続き終了後、専用車にてホテルへ
＊ ホテルチェックインは15：00になります
各自、大会会場下見、登録受付

ホノルル 泊

機
内 － －

2 6月6日
（土）

終日： 自由行動
ホノルル 泊

－ － －

3 6月7日
（日）

終日： 国際大会 開会本会議
夜： 北海道ナイト開催（予定）
ハレクラニホテル・ハウテラス

ホノルル 泊

－ － －

4 6月8日
（月）

終日： 自由行動
ホノルル 泊

－ － －

5 6月9日
（火） ホノルル空港 発

（日付変更線）
13：15頃

専用車
HA442

ホテルから空港へ
ホノルルよりハワイアン航空にて千歳へ
（所要時間 約8時間45分）　　　　機 内 泊

－ 機
内

6 6月10日
（水）

新千歳空港 着 17：00頃 機
内

※ 上記は 2019 年 8 月30日現在の航空会社のスケジュールであり変更になることもありますのでご了承ください。
　〇 航空会社　千歳空港発　ハワイアン航空（直行便）　利用
　〇 ご宿泊先　A）アロヒラニ・リゾートホテル　☆☆☆☆クラス 予定　カラカウア通り周辺で立地の良いところ
　　　　　　　 B）アクアオアシス ジョイ ホテル　☆☆☆クラス 予定　ワイキキ中心で DFS ギャラリアの隣り　　
　〇 予定費用　A） お一人様　248,000 円（予定）　　　B） お一人様 218,000 円（予定）

< 旅行費用に含まれるもの >		
　・航空料金 ： ハワイアン航空 エコノミークラス　・宿泊代 ： 2 名様 1 室利用 4 泊　・送迎費用 ： 空港～ホテル 往復
　・団体行動の際は現地係員がご案内いたします。

< 旅行費用に含まれないもの >	
　・国際大会登録料（各自ご登録下さい）、日本人親善朝食会（任意）、北海道ナイト参加費用、米国 ESTA 申請
　・一人部屋ご希望の場合追加料金、千歳・ホノルル空港利用料、燃油費用、滞在中のお食事代、その他

<お申込み先・お問合せ>　　※ ご参加予定の方はお早目にご相談・お問合せください。
　　　　　（株）産経海外旅行　 札幌市中央区北１条西７丁目 タキモトビル４階
　　　　　電話：０１１−２７１−５３８８　ＦＡＸ ０１１−２７１−５６２１　担当：斉藤、矢田目

プラン2
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新会員のご紹介
（敬称略）

江別西RC
松下　勝則
2月1日入会

土木設計工事業

江別西RC
武田　勇次
2月1日入会
生命保険業

江別西RC
黒壁　　健
7月1日入会
司法書士

第3グループ第2グループ

第3グループ

江別西RC
吉田　信幸
7月1日入会

事務用機器賃貸業

苫小牧RC
三島　久佳
8月30日入会
電気通信

第12グループ

第4グループ
札幌西北RC

高元　寛治 さん
2019年8月3日ご逝去（享年69歳）

【ロータリー歴】　　　　   1988年10月20日　入会

訃報 謹んでお悔やみ申し上げますとともに
心からご冥福をお祈り致します

江別西RC
坪内　　学
7月1日入会
自動車整備業

滝川RC
安達　晃幸
7月4日入会

建築資材製造業

滝川RC
細田　徳人
7月4日入会
不動産業

滝川RC
川西　康弘
7月4日入会
建設業

2022－2023年度 ガバナーノミニー候補者推薦のお願い
地区ガバナー 福　田　武　男

地区ガバナー指名委員会 委員長 武　部　　　實

　　　

　2022-2023年度地区ガバナーノミニー候補者として適格な会員が在籍しており、地区ガバナー指名委員会の審議を希望する地区内クラブは、
2019年12月１日必着にて、地区ガバナー指名委員長（地区ガバナー事務所気付）宛、文書（様式任意）をもってご推薦下さい。
　なお、地区ガバナーノミニー資格条件につきましては、国際ロータリー細則第16条第7節1項～5項及び第8節の資格条件に適していることを要します。

［参考］国際ロータリー細則第14条（ガバナーの指名と選挙）
　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2510地区ガバナー指名委員会規定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005-2006年度地区大会決議第10号）
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�.   インターアクトとの交流に学友が⼀役！
第 2660 地区（大阪府）

インターアクト海外研修

が 8月 2日～6日、タ

イ・バンコクで行われ、

タイ米山学友会の有志メ

ンバーが協力しました。 

同研修には、日本から

インターアクター65 人、

ロータリアン 36 人、各校

顧問など計 116 人が参

加。タイ側の受け入れ地

区、第 3350 地区のインタ

ーアクターたちとの交流

および奉仕活動が研修の

目的で、日タイ混合のア

クターチームを作り、チ

ーム単位で公園での植

樹、池の清掃作業、公園

遊具のペンキ塗りなどを

行いました。 

フェアウェルパーティではタイ米山学友会

のメンバー3 人が通訳と

して参加し、交流の合間

には、タイ学友会の紹介

や米山奨学金の話をした

とのことです。 

奉仕活動から参加した

同学友会のワシン・テイ

シャシャイニランさん

（2011-12/東京清瀬Ｒ

Ｃ）は、「朝から晩ま

で、それぞれ長い一日で

したが、インターアクタ

ーの力で日本とタイの友

好関係がもっと深まるこ

とを実感し、感動しまし

た。この若者たちはロー

タリーの大切な財産で

す。私たちタイ米山学友

会も、日タイの架け橋と

してますます頑張らね

ば」と、決意を新たに語りました。 

�.   理事会・評議員会報告 ― 新評議員を選任 ―
下記の通り、理事会（821 開催）および定時評議員会（9/6 開催）を開催しました。 
 

 第二十三回理事会  議長：齋藤直美理事長 出席者：理事 29 人 監事 2 人 名誉理事長 1 人 

【主な議題】評議員候補者、後任理事候補者、業務委託・覚書の件、2018 年度事業報告および附属明細書、

2018 年度計算書類、2019 年度収支予算書一部修正、専門委員会規程一部改定および 2019 年度

専門委員選任、定時評議員会招集など：原案通り承認 

 第十回評議員会  議長：田中正規評議員 出席者：評議員 24 人 常務理事・監事 9 人 列席者 1 人 

【主な議題】評議員の選任、後任理事の選任、2018 年度計算書類承認など：原案通り承認  

理事会および評議員会とも各会議閉会後、意見交換の時間を設け

て、当事業についての意見や質問を自由に発言していただきまし

た。また、ちょうど 4年に一度の評議員改選の年にあたるため、今

回をもって退任される 24 人の評議員へ、齋藤理事長から感謝状が

贈呈されました。当日出席された 16 人の退任評議員からは、お一

人ずつ、この 4 年を振り返ってのごあいさつをいただきました。 

Vol.234 

2019 年9 月13 日 
発 行 

通訳をしたソァラシット・スンタロウさん（左）、ワシンさん（中央

左）、ブサコーン・ホンヨックさん（右） 
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8 月までの寄付金は、前年同期と比べて

0.2％減（普通寄付金：2.7％減、特別寄付金：

4.7％増）となり、約 53 万円の減少でした。

2009-18 年度までの直近 10 年間の同期累計額

では、2017・2018 年度に次いで 3番目に多い

金額となりました。皆様からのご支援に深く感

謝申し上げます。 

当財団は内閣府より「公益財団法人」の認定

を受けているため、当奨学会への寄付金には所

得税、法人税の税制優遇が受けられます。相続

税も非課税となります。今年度もぜひご協力賜

りますようよろしくお願いいたします。

�.   Pre-GETS でよねやま親善大使がスピーチ
9 月 1 日午後、ガバナ

ーエレクト研修セミナー

（GETS）に先立ち「Pre-

GETS」が都内で開催され

ました。 

元グローバル補助金奨学

生の岩村華子さん、元ロ

ータリー平和フェローの

岸谷美穂さんにつづき、

米山学友代表として第 3

代よねやま親善大使の李英愛さん（2002-05/

札幌幌南ＲＣ）が登壇。米山奨学生時代、カ

ウンセラーだけでなくその配偶者の存在も大

きな助けとなったエピソードを交えながら、

米山学友会の活動、日

韓のロータリークラブ

へ学友として協力して

いる活動を紹介し、最

後に「Eクラブに入りた

いと思っている」と宣

言して拍手喝采を受け

ました。 

Pre-GETS は今年度初め

て開催され、直前ガバ

ナーやそのパートナー、学友たちの体験談を

聞くことで、ロータリーが展開するプロジェ

クトの全体像をガバナーエレクトとパートナ

ーに把握していただこうというものです。

�.   ��� � �������� � ������� �
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国

扶輪米山会）による「日本人若手研究者奨学

金」の 2019-20 年度奨学生が発表されました。

台湾米山学友会理事会による選考の結果、19

人の有資格応募者の中から、過去最多となった

昨年と同様、5 人が採用されました。奨学生に

は今年 9月から 1 年間、台湾学友会から毎月

25,000 台湾ドル（約 87,000 円）が支給される

ほか、学友会メンバーがカウンセラーとなっ

て、台湾での留学生活を物心両面で支えます。 

王 昴 

国⽴台湾科技大学 管
理研究科 MBA 専攻 

吉田 忠弘 

中国醫薬大学 医学部 
医学科 

杉本 真歩 

国⽴中央大学 管理学
部 企業管理学科 

水野 紗梨 

国⽴中⼭大学 社会科
学部 社会学科 

橋本 真那 

国⽴台湾芸術大学 表
演藝術学部 舞踏学科 

�.   インターアクトとの交流に学友が⼀役！
第 2660 地区（大阪府）

インターアクト海外研修

が 8月 2日～6日、タ

イ・バンコクで行われ、

タイ米山学友会の有志メ

ンバーが協力しました。 

同研修には、日本から

インターアクター65 人、

ロータリアン 36 人、各校

顧問など計 116 人が参

加。タイ側の受け入れ地

区、第 3350 地区のインタ

ーアクターたちとの交流

および奉仕活動が研修の

目的で、日タイ混合のア

クターチームを作り、チ

ーム単位で公園での植

樹、池の清掃作業、公園

遊具のペンキ塗りなどを

行いました。 

フェアウェルパーティではタイ米山学友会

のメンバー3 人が通訳と

して参加し、交流の合間

には、タイ学友会の紹介

や米山奨学金の話をした

とのことです。 

奉仕活動から参加した

同学友会のワシン・テイ

シャシャイニランさん

（2011-12/東京清瀬Ｒ

Ｃ）は、「朝から晩ま

で、それぞれ長い一日で

したが、インターアクタ

ーの力で日本とタイの友

好関係がもっと深まるこ

とを実感し、感動しまし

た。この若者たちはロー

タリーの大切な財産で

す。私たちタイ米山学友

会も、日タイの架け橋と

してますます頑張らね

ば」と、決意を新たに語りました。 

�.   理事会・評議員会報告 ― 新評議員を選任 ―
下記の通り、理事会（821 開催）および定時評議員会（9/6 開催）を開催しました。 
 

 第二十三回理事会  議長：齋藤直美理事長 出席者：理事 29 人 監事 2 人 名誉理事長 1 人 

【主な議題】評議員候補者、後任理事候補者、業務委託・覚書の件、2018 年度事業報告および附属明細書、

2018 年度計算書類、2019 年度収支予算書一部修正、専門委員会規程一部改定および 2019 年度

専門委員選任、定時評議員会招集など：原案通り承認 

 第十回評議員会  議長：田中正規評議員 出席者：評議員 24 人 常務理事・監事 9 人 列席者 1 人 

【主な議題】評議員の選任、後任理事の選任、2018 年度計算書類承認など：原案通り承認  

理事会および評議員会とも各会議閉会後、意見交換の時間を設け

て、当事業についての意見や質問を自由に発言していただきまし

た。また、ちょうど 4年に一度の評議員改選の年にあたるため、今

回をもって退任される 24 人の評議員へ、齋藤理事長から感謝状が

贈呈されました。当日出席された 16 人の退任評議員からは、お一

人ずつ、この 4 年を振り返ってのごあいさつをいただきました。 

Vol.234 

2019 年9 月13 日 
発 行 

通訳をしたソァラシット・スンタロウさん（左）、ワシンさん（中央

左）、ブサコーン・ホンヨックさん（右） 

新会員のご紹介
（敬称略）

江別西RC
松下　勝則
2月1日入会

土木設計工事業

江別西RC
武田　勇次
2月1日入会
生命保険業

江別西RC
黒壁　　健
7月1日入会
司法書士

第3グループ第2グループ

第3グループ

江別西RC
吉田　信幸
7月1日入会

事務用機器賃貸業

苫小牧RC
三島　久佳
8月30日入会
電気通信

第12グループ

第4グループ
札幌西北RC

高元　寛治 さん
2019年8月3日ご逝去（享年69歳）

【ロータリー歴】　　　　   1988年10月20日　入会

訃報 謹んでお悔やみ申し上げますとともに
心からご冥福をお祈り致します

江別西RC
坪内　　学
7月1日入会
自動車整備業

滝川RC
安達　晃幸
7月4日入会

建築資材製造業

滝川RC
細田　徳人
7月4日入会
不動産業

滝川RC
川西　康弘
7月4日入会
建設業

2022－2023年度 ガバナーノミニー候補者推薦のお願い
地区ガバナー 福　田　武　男

地区ガバナー指名委員会 委員長 武　部　　　實

　　　

　2022-2023年度地区ガバナーノミニー候補者として適格な会員が在籍しており、地区ガバナー指名委員会の審議を希望する地区内クラブは、
2019年12月１日必着にて、地区ガバナー指名委員長（地区ガバナー事務所気付）宛、文書（様式任意）をもってご推薦下さい。
　なお、地区ガバナーノミニー資格条件につきましては、国際ロータリー細則第16条第7節1項～5項及び第8節の資格条件に適していることを要します。

［参考］国際ロータリー細則第14条（ガバナーの指名と選挙）
　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2510地区ガバナー指名委員会規定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2005-2006年度地区大会決議第10号）
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Region 1 & 2 & 3

2019年10月号
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

コーディネーター

NEWS

ARCとして
　この度、拝命致しました2830地区2017-18年度ガバナー十和田ロータリークラブ所属の佐々木千佳子です。若輩の
私が、この様な大きな役を受け、身の引き締まる思いです。でも、お引き受けした以上は何とか務めを果たして参りたいと
思います。
　私がこの役についたことにより、女性会員にとってロータリーの道が少しでも広がりを持っていくことに期待を致します。
女性会員、若い会員を増強する事が全世界で求められております。
　元気にご活躍されてる女性が多い中、未だに女性会員の入会が少ないのは何故でしょう。女性会員の存在がクラ
ブにとってどのように変化をもたらし、どのように効果を生むのか等皆様と情報を提供、共有しながらクラブの強化と活性
化を進める事が出来るか勉強をしてまいりたいと思います。
　女性の感性、存在が若い会員の入会に繋がる可能性を持っています。
　入会間もない会員は不安を持って例会に参加しています。その不安を楽しさに変える能力を女性会員は持っていま
す。クラブの緩和剤となります。
　この様な事をお伝えしながら、ARCとして皆様にお手伝い出来ます事を重責ですが楽しみに変えて、努めて参りま
す。
　お誘いを待っている女性がお近くに必ずいます。楽しいロータリー、素晴らしいロータリーを皆様と一緒に実践して行き
ましょう。宜しくお願い申し上げます。

第１地域ロータリーコーディネーター補佐　佐々木　千佳子

世間の方々へポリオデーを皆でアピールしよう！
　10月24日が世界ポリオデーであることは多くのロータリアンはご承知のことと思います。ポリオの安全で効果の
あるワクチンを開発（1955年）したジョナス・ソーク博士の誕生日をもって10月24日が世界ポリオデーに定められま
した。
　RIは世界ポリオデーのイベントとして各クラブに以下の4つをお願いしています。
　１．イベントの開催
　２．特別プログラムのビューイング会
　３．「ポリオをなくそう」の広告作成
　　ブランドリソースセンターにテンプレートが用意されています
　４．ソーシャルメディアで拡散する
　　クラブが開催するイベントは https://endpol.io/reg-ja から登録なさって下さい。
　上記の1～4は、クラブで10月24日にロータリーデー、スポーツイベント、チャリティコンサート、街頭募金などの
イベント、地域のお祭りへの参加などを企画し、そのイベントを「ポリオをなくそう」の統一広告で地元に周知し、
ソーシャルメディアを使って拡散することをお勧めしています。RIが各クラブに１～4を呼びかけています。
　特別ビューイング会は日本時間の夕方にフェイスブックで世界ポリオデーの特別プログラムを配信するので、多
くの人々に参加するよう呼びかけています。日本語のフェイスブック（www.facebook.com/rotaryjapan）から参加
予定をお知らせ下さい。
　従来は「ポリオ撲滅」と表現していましたが、今年度からは「ポリオ根絶」と表現していますのでご注意下さ
い。

第１地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　井原　　實
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2019年10月のロータリーレート　　　1ドル　108円

地区カレンダー（10月・11月）

 1 （金）

 2 （土）

 3 （日）

 4 （月）

 5 （火）

 6 （水）

 7 （木）

 8 （金）

 9 （土）

10（日）

11（月）

12（火）

13（水）

14（木）

15（金）

16（土）
 

17（日） 

18（月）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

25（月）

26（火）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

第2グループIM（赤平）

文化の日

振替休日

公式訪問（当別RC）

公式訪問（札幌モーニングRC）

公式訪問（美唄RC）

第3グループIM（岩見沢）

公式訪問（千歳セントラルRC・北広島RC）

公式訪問（恵庭RC・由仁RC）

財団地域セミナー（神戸）

～17日（日）新会員合宿セミナー（千歳）

ガバナー会（神戸）

ガバナーエレクト研修セミナー（神戸）

ガバナーノミニー研修セミナー（神戸）

ロータリー研究会（神戸）公式訪問（長沼RC）

公式訪問（千歳RC）

勤労感謝の日

財団補助金管理セミナー（札幌）

10月 経済と地域社会の発展月間
米山月間

 1 （火）

 2 （水）

 3 （木）

 4 （金）

 5 （土）

 6 （日）

 7 （月）

 8 （火）

 9 （水）

10（木）

11（金）

12（土）

13（日）

14（月）

15（火）

16（水）

17（木）

18（金）

19（土）

20（日）

21（月）

22（火）

23（水）

24（木）

25（金）

26（土）

27（日）

28（月）

29（火）

30（水）

31（木）

地区大会記念ゴルフ大会 ・ 地区大会（千歳）

地区大会（千歳）

公式訪問（白老RC・岩見沢東RC）

公式訪問（札幌真駒内RC）

公式訪問（札幌西北RC）

栗山RC創立50周年記念式典

体育の日

公式訪問（札幌清田RC・札幌大通公園RC）

公式訪問（静内RC）

公式訪問（えりもRC）

即位礼正殿の儀

公式訪問（倶知安RC）

公式訪問（岩内RC）

～27日（日） 日本ロータリー学友会総会（札幌）

ローターアクト交流会（岩見沢）

公式訪問（栗山RC）

公式訪問（苫小牧北RC・札幌はまなすRC）

公式訪問（岩見沢RC）

11月 ロータリー財団月間

註「即位礼正殿の儀」の行われる10月22日（火）は今年に限り休日
（国民の祝日扱い）
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出席率・会員数

深 川

羽 幌

妹 背 牛

留 萌

赤 平

芦 別

砂 川

滝 川

美 唄

江 別

江 別 西

岩 見 沢

岩見沢東

栗 沢

栗 山

当 別

札 幌

札幌はまなす

札 幌 北

札幌モーニング

札 幌 西

札幌西北

札幌手稲

札 幌 東

札幌清田

札幌幌南

札幌真駒内

札 幌 南

札幌大通公園

新 札 幌

岩 内

倶 知 安

小 樽

小 樽 南

小樽銭函

蘭 越

余 市

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

1

2

3

4

5

6

札幌ライラック

クラブ名 出席率
2019.7.1 2019.8.31 増減 内女性

会　　　員　　　数

数
会
例

千 歳

千歳セントラル

恵 庭

北 広 島

長 沼

由 仁

え り も

三 石

様 似

静 内

浦 河

伊 達

室 蘭

室 蘭 東

室 蘭 北

登 別

洞 爺 湖

函 館

函館亀田

森

七 飯

長 万 部

函館セントラル

江 差

函館五稜郭

函 館 東

函 館 北

北 斗

白 老

苫 小 牧

苫小牧東

苫小牧北

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

小　　計

合　　計

7

8

9

10

11

12

クラブ名 出席率
2019.7.1 2019.8.31 増減 内女性

会　　　員　　　数

数
会
例

※岩見沢RCには岩見沢ネクストロータリー衛星クラブの会員数11名（内女性会員0名）を含む

クラブ数
期首会員数
当月末会員数（女性）
増加会員数
当月平均出席率

70クラブ
2,584人

2,635人（175人）
51人

80.23％・
率
席
出
月
8

数
減
増
員
会

31

43

6

29

109

24

30

40

92

186

26

34

35

87

17

18

27

29

273

127

18

45

31

50

33

40

344

121

12

56

24

92

13

19

29

366

20

34

74

64

22

8

42

264

3

3

2

3

3

4

3

4

4

4

3

4

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

3

3

3

3

2

2

3

4

3

3

4

4

3

3

31

43

7

31

112

24

30

41

96

191

25

38

35

90

17

18

27

29

279

132

18

45

34

50

32

40

351

121

12

58

24

92

13

19

28

367

24

34

77

64

22

8

42

271

0

0

1

2

3

0

0

1

4

5

-1

4

0

3

0

0

0

0

6

5

0

0

3

0

-1

0

7

0

0

2

0

0

0

0

-1

1

4

0

3

0

0

0

0

7

1

2

0

3

6

2

2

1

4

9

0

1

4

0

2

1

5

0

13

2

2

5

0

9

3

5

26

0

3

2

6

2

3

7

5

28

1

3

6

4

1

0

4

19

86.77 

72.09 

78.57 

76.34 

78.44 

74.24 

69.63 

98.28 

69.00 

77.79 

91.10 

82.43 

80.90 

95.73 

81.99 

93.50 

92.30 

86.00 

87.99 

95.95 

74.10 

73.05 

84.95 

70.19 

87.30 

83.70 

81.32 

96.40 

91.66 

80.93 

100.00 

98.02 

73.07 

70.00 

72.45 

85.32 

90.62 

71.60 

88.11 

81.30 

82.00 

87.50 

87.30 

84.06 

74

42

52

15

17

8

208

20

12

16

69

27

144

63

28

35

49

26

11

212

76

37

35

12

10

26

196

10

54

42

19

12

137

30

60

27

28

145

2,584

3

3

3

3

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

2

4

3

3

3

2

4

2

4

3

3

4

3

4

4

3

77

43

51

15

17

8

211

20

12

16

69

28

145

64

31

35

51

29

11

221

82

37

35

12

10

27

203

10

54

41

19

12

136

32

61

27

28

148

2,635

3

1

-1

0

0

0

3

0

0

0

0

1

1

1

3

0

2

3

0

9

6

0

0

0

0

1

7

0

0

-1

0

0
-1

2

1

0

0

3

51

11

9

3

0

3

0

26

1

0

1

4

3

9

1

2

3

2

1

0

9

2

4

0

0

0

2

8

1

0

8

0

0

9

3

3

5

2

13

175

88.00 

72.09 

76.60 

82.22 

85.50 

63.00 

77.90 

100.00 

63.30 

78.13 

84.66 

82.14 

81.65 

79.92 

75.80 

61.90 

71.43 

79.31 

86.30 

75.78 

72.44 

72.97 

78.00 

66.70 

60.00 

78.49 

71.43 

55.00 

84.65 

70.00 

91.03 

58.30 

71.80 

68.40 

79.98 

87.00 

93.59 

89.64 

80.23 
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2019－2020年度　国際ロータリー第2510地区　組　織　図

国際ロータリー会長

2017～20年度規定審議会
代表議員
補欠議員

副 ガ バ ナ ー

マ ー ク ・ ダ ニ エ ル ・ マ ロ ーニ ー
米　　国 （ジケーターRC）

国際ロータリー会 長 エ レ ク ト ホ ル ガ ー ・ ク ナ ー ク
ドイツ（ヘルツォークトゥム・ラウエンブルグ・メリンRC）

2019～2022年度
ロータリー財団地域コーディネーター

渡　邉　恭　久  PG（滝　　　川）
（函館五稜郭）酒　井　正　人  PG

羽　部　大　仁  PG（札 幌 幌 南）

嵯　峨　義　輝  PG（岩   見   沢）

代表幹事

代表幹事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

幹　事

ロータリーの友委員会 

地区代表委員

武　石　忠　俊
村　田　研　一
沼　田　常　好
今　野　良　紀
前　田　浩　志
藤　川　俊　一
喜　多　康　裕

（千　　歳）

（千　　歳）

（千　　歳）

（千　　歳）

（千　　歳）

（千　　歳）

（千　　歳）

（恵　　庭）

（恵　　庭）

（札　　幌）

（札幌手稲）

（千　　歳）

（千歳セントラル）

（千歳セントラル）

（札　　幌）

（札幌手稲）

宮　内　光　則
水　野　　　凡
久保田　俊　昭
小　山　秀　昭

尾　野　教　仁

委員長 井　上　英　幸
関　根　　　悟　
柿　本　　　純
中　村　和　雄

委     員  

委     員  

委     員  

第 1 グループ 加　藤　隆　一
宇　戸　啓　隆
伊　澤　珠　樹
宮　部　光　幸

（羽　　幌

赤　　平

岩見沢東

札幌モーニング

）

第 2 グループ （ ）

第 3 グループ （ ）

第 4 グループ （ ）

リーダー 安孫子　建　雄  PG  （江　　別）
羽　部　大　仁  PG  （札幌幌南）
嵯　峨　義　輝  PG  （岩　見　沢）

武　部　　　實  PG（札　幌　南）
第 5 グループ 田　澤　泰　明

笈　川　長　生
田　口　　　廣
亀　田　　　浄

（札幌幌南

小樽銭函

千歳セントラル

三　　石

）

第 6 グループ （ ）

第 7 グループ （ ）

第 8 グループ （ ）

第 9 グループ 荒　井　孝　亘
水　野　　　建
成　田　　　豊　
橘　　　勇　治

（室　蘭　東

　　森

函　館　北

苫小牧北

）

（ ）第10グループ

第11グループ （ ）

第12グループ （ ）

◎ 福　井　敬　悟  GE  （札 幌 手 稲）
　 羽　部　大　仁  PG  （札 幌 幌 南）
　 武　部　　　實  PG（札　幌　南）
　 大日向　豊　吉  GN（函館五稜郭）

地区ガバナー補佐研修セミナー
地 区 チ ーム 研 修 セミナー
会長エレクト研修セミナー
地 区 研 修 ･ 協 議 会

○ 安孫子　建　雄  PG  （江　　別）
　 嵯　峨　義　輝  PG （岩 見 沢）
　 國　立　金　助  PG（函　　館）

ガ バ ナ ー
小　山　　　司（札　　　幌）

ガバナーエレクト

地区研修委員会

◎ 石　川　信　行
○ 小　里　　　学
　 岩　崎　修　一
　 高　村　豊　行

（札幌手稲）

（札幌幌南）

（札　幌　東）

（札　幌　東）

文 献 資 料 室

◎ 岡　﨑　芳　明
　 紺　谷　茂　夫
　 中　川　信　喜
　 武　蔵　輝　彦

（小樽南）

（小樽南）

（札幌幌南）

（岩見沢）

◎武　蔵　輝　彦
○菅　野　　　満
　若　原　秀　明
　長　井　伸　樹
　黑　川　　　篤
　小　川　有　積
　里　見　英　樹
　小　林　秀　樹
　髙　野　園　子
　石　坂　　　仁
　類　家　隆　平
　吉　岡　　　毅
　稲　垣　哲　也

（岩見沢）
（札幌幌南）
（札幌東）
（札　　幌）
（札幌北）
（岩見沢）
（札幌幌南）
（札幌西北）
（札幌真駒内）
（函館五稜郭）
（札幌手稲）
（千　　歳）
（小　　樽）

◎ 谷　口　正　樹
○ 斉　藤　昌　一
　 富　岡　　　豊
　 寺　岡　秀　一
　 青　山　貴　幸
　 大　浦　隆　司
　 江　本　勝　典
　 出　口　弘　史
　 斉　藤　博　之
　 椛　澤　哲　也

（滝　　川）

（札幌北）

（静　　内）

（江別西）

（留　　萌）

（札幌北）

（岩見沢）

（三　　石）

（札幌東）

（室蘭北）

◎ 望　月　陽　介
○ 坂　田　道　昭
　 池　田　達　昭
　 野　﨑　正　隆
　 有　田　京　史
　 九津見　真由美
　 シュルベストレ・ヴェルガス
　 吉　田　真　也
　 臼　田　　　暢
　 大　泉　　　清
 
　 西　村　英　晃

（札幌西北）

（小　　樽）

（札幌南）

（札幌東）

（新札幌）

（倶知安）

（大通公園）

（千　　歳）

（千歳セントラル）

（札幌モ－ニング）

（恵　　庭）

◎ 松　永　英　樹
○ 大　西　正　啓
　 藤　門　雅　史
　 海　野　　　均
　 福　見　隼　人
　 大　西　健　夫
　 阿　部　竜　司

（室蘭東）

（札幌モーニング）

（札　　幌）

（札幌西北）

（札幌東）

（岩見沢）

（札幌モーニング）

◎ 川　下　和　光
○ 川　本　康　裕
○ 髙　橋　　　耕
○ 齋　藤　　　聡
　 蝦　名　大　典
　 鷹　架　　　諭
　 望　月　秀　則
　 植　村　真　美
　 小野寺　浩　二
　 船　山　英　樹
　 菅　原　正　明
　 徳　重　寛　道

（札幌幌南）

（室蘭北）

（札幌幌南）

（岩見沢）

（札幌幌南）

（江　　別）

（千歳セントラル）

（赤　　平）

（室蘭北）

（小　　樽）

（室蘭北）

（岩見沢）

◎ 長　田　正　文（岩見沢東）

◎ 山　口　史　朗
　 川　下　和　光
　 松　永　英　樹

（札幌東）

（札幌幌南）

（室蘭東）

（小　　樽）

（札幌北）

（札幌幌南）

（札幌大通公園）

　 望　月　陽　介
　 西　村　英　晃
　 長　田　正　文

（札幌西北）

（恵　　庭）

（岩見沢東）

◎堀　元　雅　司
○松　原　重　俊
　逸　見　龍　馬
　前　田　利　和
　小　川　正　人
　橘　　　功　記

（札幌南）
（砂　　川）
（札　　幌）
（恵　　庭）
（札幌モーニング）
（北広島）

◎ 髙　山　和　宏
○ 石　本　　　要
　 戎　谷　侑　男
　 谷　川　淑　郎
　 佐々木　雅　之
　 中　村　越　子
　 朝　倉　瑞　昌
　 牟　田　裕　一

（札幌東）

（倶知安）

（滝　　川）

（余　　市）

（札幌幌南）

（札幌北）

（苫小牧北）

（千　　歳）

◎ 坂　井　　　治
○ 清　水　　　哲
　 阿　部　正　信
　 荒　木　俊　和　　
　 田　辺　真　樹
　 大　坂　直　人

（千歳セントラル）

（札幌東）

（千　　歳）

（札幌幌南）

（白　　老）

（由　　仁）

○ 松　浦　光　紀 
　 櫻　井　政　経
　 堀　元　雅　司
　 八　木　　　徹

（小樽南）

（札　　幌）

（札幌南）

（札幌東）

◎ 熊  澤  隆  樹 PG
○ 出　村　知佳子
　 伊　藤　利　道
　 菅　原　秀　二

◎ 青　木　貞　康
○ 佐　藤　竜　也
○ 三　浦　信　一
　 大　石　清　司
　 松　田　純　季
　 矢　橋　潤一郎
　 石　家　裕　二
　 中　川　富　雄
　 浅　利　美恵子
　 入　井　浩　樹
　 富　永　政　博
　 松　本　直　子
　 山　田　　　正
　 田　尾　大　樹

（札幌はまなす）

（北　　斗）

（札幌清田）

（新札幌）

（札幌手稲）

（札幌東）

（砂　　川）

（恵　　庭）

（千　　歳）

（滝　　川）

（江　　別）

（札幌幌南）

（小樽南）

（札幌南）

◎ 澁　谷　良　治
○ 関　根　　　悟
　 小　幡　直　樹
　 上　野　英　一
　 天　内　和　幸
　 川　村　　　忠

（札幌真駒内）

（千歳セントラル）

（苫小牧東）

（岩見沢）

（札幌モーニング）

（札幌西）

◎伊　藤　利　道
○長　沢　祐　純
　古　川　大　之
　池　内　昌　之
　桂　　　正　俊
　平　賀　俊　尚
　小　森　宏　明

（札幌幌南）

（札幌幌南）

（長　　沼）

（長　　沼）

（小樽南）

（江　　別）

（北広島）

◎ 出　村　知佳子
○ 小笠原　　　肇
　 高　橋　宣　充
　 冨　岡　俊　介
　 鄭　　　子　龍
　 簑　輪　隆　宏
　 井　上　善　博
　 橋　本　　　斉
　 猪　股　浩　徳

（札幌北）

（札幌大通公園）

（札幌清田）

（札　　幌）

（札幌モーニング）

（札幌北）

（札幌東）

（小　　樽）

（滝　　川）

◎ 島　　　義　慈
○ 藤　澤　康　一
　 辻　野　　　浩

（当　　別）

（当　　別）

（当　　別）

　 澁　谷　良　治
　 島　　　義　慈

（札幌真駒内）

（当　　別）

クラブ奉仕委員会 職業奉仕委員会 社会奉仕委員会（災害対策委員会） 国際奉仕･ＶＴＴ委員会 青少年奉仕委員会 ロ  ー  タ  リ  ー  財  団  委  員  会 米山記念奨学･学友委員会

青少年交換委員会
財団補助金委員会

財団資金推進委員会

ポ リ オ プ ラ ス委員会

ローターアクト委員会

インターアクト委員会 ＲＹＬＡ担当

広 報 ・ ＩＣT 委 員 会 ロータリー情報委員会

伊　藤　義　郎
伊　藤　長　英
森　本　正　夫
小　林　　　博
佐　藤　秀　雄
遠　藤　秀　雄
塚　原　房　樹
丸　山　淳　士
酒　井　正　人
矢　橋　温　郎
渡　邉　恭　久
佐々木　正　丞
熊　澤　隆　樹
細　川　好　弘
安孫子　建　雄
羽　部　大　仁
嵯　峨　義　輝
武　部　　　實
國　立　金　助
小　山　　　司
福　井　敬　悟

（札　　　幌）

（苫小牧北）

（札幌西北）

（札　幌　北）

（千　　　歳）

（登　　　別）

（札　幌　東）

（札幌真駒内）

（函館五稜郭）

（札　幌　西）

（滝　　　川）

（札　　　幌）

（小　　　樽）

（静　　　内）

（江　　　別）

（札幌幌南）

（岩　見　沢）

（札　幌　南）

（函　　　館）

（札　　　幌）

（札幌手稲）

ガバナー諮問委員会
ガバナー指名委員会

　戦 　略 　計 　画 　委　員　会

福　田　武　男  （千　　　歳）
ガバナーノミニー

◎委員長　　〇副委員長

ガ　  バ  　ナ  　ー  　補  　佐　

地　区　幹　事 地区財務委員会

大日向　豊　吉（函館五稜郭）福　井　敬　悟  （札幌手稲）

地区拡大委員会

 ◎  嵯　峨　義　輝  PG
武　部　　　實  PG
國　立　金　助  PG
小　山　　　司  PG  

（岩　見　沢）

（札　幌　南）

（函　　館）

（札　　幌）

2019～2022年度

会員増強委員会

 ◎  武　部　　　實  PG  （札　幌　南）
ガバナー補佐

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

第10

第11

第12

  

加　藤　隆　一
宇　戸　啓　隆
伊　澤　珠　樹
宮　部　光　幸
田　澤　泰　明
笈　川　長　生
田　口　　　廣
亀　田　　　浄
荒　井　孝　亘
水　野　　　建
成　田　　　豊　
橘　　　勇　治

（羽　　　幌）

（赤　　　平）

（岩見沢東）

（札幌モーニング）

（札幌幌南）

（小樽銭函）

（千歳セントラル）

（三　　　石）

（室　蘭　東）

（　　森　　）

（函　館　北）

（苫小牧北）

武　石　忠　俊
喜　多　康　裕
今　野　良　紀
前　田　浩　志

ホストRC：千歳RC
ホストRC会長  藤　川　俊　一

地区大会実行委員会

委　員　長

幹     事

Ｓ　Ａ　Ａ

会　　　計

◎ 丸　山　淳　士 PG
　 酒　井　　　純

（札幌真駒内）

（札　幌　東）

ロータリー財団監査委員会
　

学  友  委  員  会

◎ 前　田　浩　人
○ 菅　原　秀　二
　 出　村　知佳子
　 青　木　貞　康
　 望　月　陽　介
　 川　下　和　光
　 松　永　英　樹
　 山　口　史　朗
　 谷　口　正　樹
　 長　田　正　文
　 西　村　英　晃
　 大　森　　　徹

（苫　小　牧）

（札幌大通公園）

（札　幌　北）

（札幌はまなす）

（札幌西北）

（札幌幌南）

（室　蘭　東）

（札　幌　東）

（滝　　川）

（岩見沢東）

（恵　　庭）

（苫　小　牧）

2017～2020年度
第１ゾーン・ロータリー公共イメージコーディネーター補佐

顧問  伊　藤　義　郎
武　部　　　實
國　立　金　助
小　山　　　司
福　井　敬　悟

（札　　　幌）

（札　幌　南）

（函　　　館）

（札　　　幌）

（札幌手稲）

 ◎  

ガバナー指名小委員会

◎ 國　立　金　助
○ 森　川　順　治

  PG  （函　　館）
（函　　館）

（滝　　川）

（函館五稜郭）

（江　　別）

（札幌幌南）

（岩 見 沢）

◎渡　邉　恭　久　PG
○酒　井　正　人　PG
　安孫子　建　雄　PG
　羽　部　大　仁　PG
　嵯　峨　義　輝　PG

ＲＩ国際大会推進委員会

立法案検討委員会
2017～20年度

◎ 渡　邊　葉　子
○ 髙　山　和　宏
○ 平　川　香　織
　 増　田　幸　久
　 山　根　良　隆
　 大　作　佳　範
　 大　森　和　子
　 佐　藤　友　美
　 石　坂　　　仁
　 西　村　英　晃

酒　井　正　人 PG

（札幌西北）

（札　幌　東）

（札幌手稲）

（北　　斗）

（岩　見　沢）

（札幌幌南）

（江　別　西）

（小　樽　南）

（函館五稜郭）

（恵　　庭）

（函館五稜郭）

RLI（The Rotary Leadership Institute)

地区代表委員

危 機 管 理 委 員 会

◎ 嵯　峨　義　輝 PG
　 岡　﨑　芳　明
　 武　蔵　輝　彦
　 山　口　史　朗
　 出　村　知佳子
　 望　月　陽　介
　 青　木　貞　康
　 鈴　木　道　明
　 太　田　　　真
　 田　村　秀　樹

（岩　見　沢）

（小　樽　南）

（岩　見　沢）

（札　幌　東）

（札　幌　北）

（札幌西北）

（札幌はまなす）

（一　　般）

（一　　般）

岩見沢ネクストロータリー衛星クラブ（　　　　　　）

（公財）ロータリー米山記念奨学会

R L I 日 本 支 部

日　韓　親　善　会　議 
日　台　親　善　会　議
ロータリーの友委員会

2019～23

2018～21

2018～20 塚　原　房　樹 PG
嵯　峨　義　輝 PG
塚　原　房　樹 PG
羽　部　大　仁 PG
尾　野　教　仁
酒　井　正　人 PG
渡　邊　葉　子

（札　幌　東）

（岩　見　沢）

（札　幌　東）

（札幌幌南）

（千　　歳）

（函館五稜郭）

（札幌西北）

理　事

評議員

委　員

委　員

地区代表委員

地区代表委員
地区代表

ファシリテーター

国

　内

　委

　員

　会

ローテックス担当

ロータリー平和フェロー担当

財団奨学金・学友委員会
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「ロータリーは世界をつなぐ」

国際ロータリー第2510地区
2019-2020年度地区目標

GOVERNOR'S MONTHLY LETTER

自分を見つめ直し、若者を支援し、ロータリーの未来を語ろう
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 1．みんなで手をとり合ってクラブを強化しよう
　①　既存会員の維持と、地域の職業分類を調査・活用して更なる会員増強を推進し、クラブ会員の後継者を含めた若者たちへ向けて「ロー

タリー衛星クラブ」の設立を推奨し、ロータリーを成長させる。
　②　女性会員や40歳未満の会員の入会を特に推進し、RAC全国研修会に向けてRACの拡大・増強を支援する。
　③　ロータリー理解推進のため「ガバナー月信」を充実させ、ホームページをアップグレードし、「世界を変える行動人」キャンペーンを促

進し、広報活動を推進する。
２．ロータリー財団へ寄付推進し、フルに活用しよう
　①　ロータリー財団への寄付を推進すると共に、クラブでは本年度特別に使用できる分も含めてDDFを十分に活用し、グローバル補助金も

視野に地域社会および海外でのプロジェクトが増加するよう支援する。
　②　「世界ポリオデー」には、世界のポリオ撲滅でWHOなどと共にロータリーが果たしている役割を広く地域に伝えるよう各クラブに奨励

する。
　③　財団への年次基金とポリオプラスへの寄付を増やしつつ、恒久基金においても2025年までに20億2500万ドルへ成長するよう支援し

ていく。
３．ローターアクターなど若者や新会員を支援しよう
　①　クラブに入会して5年以内の会員を対象に「新会員交流会」を開催し、ロータリーへの理解を深めてもらう。
　②　米山記念奨学会への寄付の増進を図ると共に、この制度が地区内すべてのクラブにより一層理解され、また奨学生が卒後日本との架

け橋になれるように支援する。
　③　クラブには「クラブ研修リーダー」の設置を奨励するとともに、積極的にロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）セミナーに参加して

もらい、RLIセミナーがこれからの「ロータリーの学びの場」となるよう認識を広めていく。
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　どんなに頑丈に作られた家でも、嵐、洪水、火事にはかないません。

　しかし、懐かしい家の面影は消えるものではありません。長い人生を振り返ってみると、

ある時には重要だったと思ったことが、年を経ると重要でなくなったり、また最初は大した

ことではないと思ったことが、後で「これはとても重要だ」と気が付くものもあります。

　犠牲心、献身、名誉、真実、誠実、愛情は古き良き時代の家庭を代表する素朴な美徳と

して大切なものです。

　　　　　　                               　　　My Road to Rotary　

ポール・ハリス語録ポール・ハリス語録 No.4

　昔は、里芋は桶の中に入れられて、板片でグルグルかき回されて、きれいな洗い芋

となったものだが、きれいにしてくれたものは実は板ではなくてお互いの里芋のすれ

合いであったのだ。ロータリーという桶の中に入れられた会員諸氏はルールや先輩と

いう板でかき回される間に、お互い会員同士が切磋琢磨してこそ自己成長があり、人

間性が陶冶されていく。ルールを知ったからとて、先輩に教えられたからといって真の

ロータリアンにはなり得ない。ロータリアンも昔の里芋を洗う原理と同じで、単にルー

ルに通暁し、先輩に依存しているに止まって、お互いの切磋琢磨を忘れては、ロータ

リーの理想も社会奉仕もカラ念仏に終わるのではなかろうか。

「桶の中の里芋のすれ合い…」

職業奉仕小話
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「そらぷちキッズキャンプ」滝川RC
　そらぷちキッズキャンプは、難病とたたかう子どもたち
に、日本で初めての自然体験プログラムを提供する施設とし
て発足しました。滝川市に医療看護サポート体制が整った自
然体験施設が完備し、子どもたちのための夢のキャンプを創
り、活動しています。

（写真提供：滝川RC）

第 3グループ
岩見沢ロータリークラブ

第 4グループ
札幌ロータリークラブ

第 4グループ　
札幌モーニングロータリークラブ

第 4グループ　
札幌西ロータリークラブ

第 5グループ　
札幌ライラックロータリークラブ

第 4グループ　
札幌手稲ロータリークラブ


